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うみ そこ リ ゆうおう きさき 

むかし、 むかし、 海の 底に 竜王と お 后が りっぱな 

御殿 を こしらえて 住んで いました。 海の 中のお さかな 

リゅ うおう いせい 

というお さかな は、 みんな 竜王の 威勢に おそれて そ 

の 家 あにな りました。 

とき リ ゆうおう き さ き 

ある 時 竜王のお 后が、 ふとした ことから たいそう 

おも びょうき て 

重い 病気に なりました。 いろいろに 手 をつ くして、 

くす リ くす リ き 

薬と いう 薬 をのんで みました が、 ちっとも 利きめ が 

ありません。 そのうち だんだんに 体が 弱って、 

きょうあすし ようだい 

今日明日 も 知れない ような むずかしい 容体に なり まし 



と 言いました。 

「それ は どこに ある ご 

みなみ ほう さる しま ところ 

「ここから 南 の 方に 猿が 島と いう 所が ございます。 

さる す 

そこに は 猿が たくさん 住んで おります から、 どなた か 

つか さる 

お使い をお やりに なって、 猿 をーぴ きおつ かまえさせ 

になれば、 よろし ゆう ございま すご 

「なるほど ご 

そこで だれ を このお 使いに やろうかと いう 相談に な 

リ ました。 するとた いの 言う ことに、 

「それ は くらげが よろし ゆう > ざいましょう。 あれ は 

かたち よ あし 

形 は みっともない やつで ございま すが、 四つ足が あつ 



まつ 赤な お尻 をした ものが またがって いました。 くら 

さる おも なに 

げは、 「はは あ、 あれが 猿 だな ご と 思って、 何く わな 

い 顔で、 そろそろと そばへ よって、 

さる さる こんにち てん .5 

「猿さん、 猿さん、 今日は、 いいお 天気です ね ご 

てんき まえ 

「ああ、 いいお 天気 だ。 だが お前さん は あまりみ かけ 

き 

ない 人 だが、 どこから 来たの だね ご 

リ ゆうおう ご けらい きょう 

「わたし は くらげと いって 竜王 の 御 家来 さ。 今日は 

てんき へん あそ 

あんま リ お天気が いいので、 うかう かこの 辺まで 遊び 

き さる しま ところ 

に 来たので すが、 なるほど この 猿が 島 はいい 所です 

ね ご 

ところ 

「うん、 それ はいい 所 だと も。 このと おりけ しき は 



くり かきみ ところ 

いいし、 栗 や 柿の 実はた くさん あるし、 こんない い 所 

ほか 

は 外に は あるまい ご 

い さる ひく はな い つ しょうけんめ いたか 

こう 言って 猿が 低い 鼻 を 一生懸命 高く して、 とく 

いらし い 顔 をし ますと、 くらげ はわ ざと、 さもお かし 

わら だ 

くって たまらない というよ うに 笑い出しました。 

さる しま ところ 

「はッ は、 そり や 猿が 島 はいい 所に はちが いないが、 

りゅうぐう さる 

でも 竜宮と は くらべものにならないね。 猿さん はま 

りゅうぐ-つ し い 

だ 竜宮 を 知らない もの だから、 そんな こと 言つ て い 

ばって おいで だけれ ど、 そんな こと をい う 人に 一度 

リ ゆうぐうみ あ きんぎん 

竜宮 を 見せて 上げたい もの だ。 どこも かしこ も 金銀 

にわ いちねんじゅうく リ かき 

やさん ごで できて いて、 お 庭に は 一年中 栗 や 柿 やい 



い つたい どうす るつ もり だ ご 

い ぎ も ようじ 

「だ つ て その 生き肝が いちばん かんじんな 用事な の だ 

から ご 

「何が かんじん だと ご 

はなし 

「な あに こちらの 話 です よご 

さる しんぱい き 

猿 はだん だん 心配に なって、 しきりに 聞きた がり ま 

す。 くらげ はよ けいお もしろ がって、 しまいに はお 

ちょうし の さる さる 

調子に乗って 猿 をから かい はじめました。 猿 は あせつ 

て、 

「おい、 どういう わけ だってば。 お 一一 i いよ ご 

「さあ、 どうしょ うかな。 言おう かな、 言う ま いかな ご 
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